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研究成果の概要（和文）：　「マルク・リシールを中心とした現象学運動における病理的現象の研究」というテーマの
下、平成26年度（本課題最終年度）は、リシールの統合失調症に対するアプローチを研究した。(1)彼が自分の構築し
た現象学の概念を用いて、統合失調症の諸症状（妄想、幻覚、自動運動）をどのように論じたのか、(2)そこには哲学
・人間学的にどのような意義と価値があるのか――この二点が具体的な研究作業となった。

研究成果の概要（英文）： In this year, we studied Marc Richir's phenomenological approach to 
schizophrenic disorder in the program "Pathological Phenomena in the French phenomenological movement : 
starting from Marc Richir's phenomenology" This study aimed 1) firstly to clarify his analysis of 
schizophrenic disorder (delirum, fantsy and automatism) and 2) finally to present the philosophical 
signification of phenomenological analysis of pathological phenomena.
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１．研究開始当初の背景 

（１）リシールの現象学 

ベルギー出身の現象学者マルク・リシール

（Marc Richir）の著作と議論は、今日のフ

ランスおよびヨーロッパの現象学研究にお

いて極めて重要視されている。ドイツ観念論

（カント、フィヒテ、ヘーゲル）の研究から

出発し、フッサールおよびメルロ=ポンティ

の現象学とハイデガーの存在論の批判的な

研究を経て、独自の現象学を構築した後、彼

は、2000 年代から精神病理学（ルートヴィッ

ヒ・ビンスヴァンガー）、精神分析（ジーク

ムント・フロイト、メラニー・クライン、ド

ナルド・ウィニコット）、等々の領域で議論

された病理的な現象（神経症、倒錯、精神病

〔躁鬱、メランコリー、統合失調症〕）を分

析することで、現象学の諸概念を病理的な状

況にまで拡張しようとしている。リシールの

現象学の特殊性と重要性は、2004 年に出版さ

れた『空想、想像、情動性』と以後の諸論文

（« Pour une phénoménologie des racines 

archaïques de l’affectivité », Annales 

de phénoménologie, 2004, « De la 

négativité en phénoménologie », 2013, 

etc.）に確認することができる。彼は、神経

症、倒錯、精神病（躁鬱、メランコリー、統

合失調症）の各症例を入念に分析することで、

現象学の諸概念、とりわけ「身体」の概念を

再構築しようとする。精神疾患の患者に固有

の「身体」を、リシールは「ファントム身体

（Phantomleib）」と定義し、各症状におけ

るその展開の仕方を微細に記述している。現

象学は、フッサール以来、「知覚」と「認識」

という健常な生の側面を重要視してきた。こ

れに対して、リシールは、トラウマや外傷を、

分析対象として採り上げ、現象学の概念を人

間学的に拡張しようとするのである。これが、

彼の現象学の重要性である。 

 

（２）研究の背景 

病理的な現象の分析を通じて、現象学の諸概

念を更新する試みは、本研究代表者（以下、

代表者）の研究にも対応している。2012 年に

公刊した単著書（『メルロ＝ポンティと病理

の現象学』、人文書院）の第三部で、代表者

は、メルロ=ポンティの病理的現象へのアプ

ローチが現象学の概念の更新を企図してい

ることを指摘した。しかし、現象学の諸概念

の更新という企図のなかで、彼が参照する症

例は、神経症（フロイトが分析した症例ドー

ラ）に限定される。倒錯および精神病圏の症

例（躁鬱、メランコリー、統合失調症）に関

して、メルロ=ポンティは十分に論じておら

ず、議論の余地が残されている。リシールの

現象学は、神経症、倒錯、精神病をそれぞれ

詳細に分析することで、現象学の概念をより

包括的な視点から拡張しようとしている。こ

うした学術的な背景の下で、代表者は、彼の

現象学と病理学を研究対象とした。 

 

２．研究の目的 

本研究は、「マルク・リシールを中心とした

現象学運動における病理的現象の研究」と題

し、フランスの現象学者マルク・リシール

（Marc Richir, 1943-）の現象学と病理学を

主たる研究対象とした。リシールは、存命中

の哲学者であるが、この 10 年の間に、彼の

現象学、哲学、人間学、等々を論じた研究書、

研究論文、学位論文が多数発表されている。

リシールは、フッサール以来知覚と認識に立

脚した健常な人間観のなかにあった現象学

を、病理的な地平に定位し直し、独自の現象

学を構築した。彼の病理的な現象の分析を検

討することで、彼の現象学の思想史上におけ

る特殊性を考察し、アリストテレス以来問題

とされてきた、哲学における病理的現象の位

相と意義を提示することが、本研究の目的で

あった。 

 

３．研究の方法 



上記の研究目的を達成するために、本研究は

次の四つの問題を研究テーマとして設定し

た。①リシールは、症例をどのように解釈し

たのか。言い換えるなら、彼の解釈の独自性

はどこにあるのか。②次に、リシールは、症

例を参照することで、どのように現象学を構

築し直そうとしたのか。つまり、それまでの

現象学と比較して、彼が症例の分析から再構

築した現象学にはどのような特殊性と独自

性があるのか。③リシールは、精神病理学と

精神分析領域の症例を数多く参照するが、こ

れらの領域のなかで、病理的な現象はどのよ

うに定義されていたのか。④哲学史のなかで

病理的な現象はどのように分析されてきた

のか。この四点の研究テーマのうち、本研究

では、①と②が主要な研究テーマに位置付け

られた。③と④は、①と②のテーマから得ら

れた成果を証明するために、つまり、その学

術上の相対性を確保するために設定された。 

 

４．研究成果 

（１）平成 25 年度：研究活動の始まりと展

開 

 平成 25 年度は、リシールが病理的現象に

ついて分析した著作を精査・読解する作業を

行った。この作業を円滑に進めるために、大

阪大学人間科学研究科の村上靖彦准教授（当

時）の研究室で、同大学院の院生および研究

者たちと、ひと月に一度、リシールの思想に

関する研究会を行った。その成果として、日

仏哲学会の研究大会（下記学会発表④）で、

リシールの哲学と病理的現象の関係に関す

る研究発表を行った。またフランスの『現象

学年報』誌で発表した論文（下記雑誌⑤）で

は、フランスの人類学者・心理学者ジョルジ

ュ＝アンリ・リュケの児童絵画論を材料とす

ることで、リシールの現象学の妥当性を立証

し、翌年度の研究の指標を示した。 

 

（２）平成 26 年度：前年度の研究成果の公

刊と研究のまとめ 

 平成 26 年度は、前年度の研究活動を継続

しつつ、リシールによる統合失調症の現象学

的アプローチに関する研究に着手した。 

前年度の研究成果として、リシールによる

神経症の現象学的分析に関する研究を所属

大学の紀要雑誌（論文④）に、彼の倒錯への

アプローチに関する研究をベルギーの雑誌

（論文③）に発表した。また彼の現象学と病

理学の関係について、年度の初めにポルトガ

ルのコインブラ大学で開催された国際ワー

クショップで（学会発表③）、研究発表を行

った。 

 リシールの統合失調症へのアプローチに

関する研究については、その妥当性を立証す

るために、フランスの『現象学年報』誌に論

文を発表した（論文②）。この論文では、ビ

ンスヴァンガーが分析した統合失調症患者

の症例を、カントの観念論およびフッサール

の現象学を理論的な枠組みとして示すこと

で、その延長線上にあるリシールの思想と現

象学的方法の妥当性を提示した。また同時期

に、日本メルロ＝ポンティ・サークルの 20

周年シンポジウムの提題者として、後期メル

ロ＝ポンティの思想に関する研究発表を行

った。メルロ＝ポンティはその後期思想のな

かで、幻想や幻影という概念を提示しており、

リシールはこの思想家から多くの発想を得

ている。この研究発表は、本研究の思想史的

な妥当性を与えるために行われた。 

その後、リシールの統合失調症へのアプロ

ーチに関する研究を、コインブラ大学で開催

された国際ワークショップの学会記録に投

稿した（来年度公刊予定）。さらに本研究の

総決算として、平成 26 年 11 月 30 日、日本

現象学会の研究大会で、リシールの現象学と

病理学をめぐるワークショップを開催し、研

究発表を行うことで（学会発表①）、本研究

は終了した。 

 研究の成果を総括すると、両年度の研究活



動をとおして、リシールが論じた精神疾患の

三類型（神経症・倒錯・統合失調症）に関す

る研究はすべて行われた。研究方法の箇所

（上記 3）で示した研究内容のうち、①、②、

③は遂行されたことになる。④に関しては、

学会での研究発表（下記学会発表③、④）お

よび公刊した論文（下記研究発表②、⑤）の

なかで、ある程度論じることができた。 
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